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る〈予告〉〈先行発話〉等の使用状況と、その特徴を分析したい。次に B ＆ L（1987）のポラ
イトネス理論における FTA の深刻度の尺度とされている社会的距離（D） 、力関係（P） 、負











トラテジーにみられる間接的な依頼とポライトネスを比較した Ayman Tawalbeh &Emran- 
Al-Oqaily（2012）もある。この研究では、サウジアラビア人大学生とアメリカ人大学生各









Yahya Mohammad Al-marrani, Azima Binti Sazalie（2010）があり、168 人のイエメン人男








































Title Film/ TV drama Senario Writer Year 件数
eʃʃak　（疑惑） TV  Drama Aħmad Maħmuːd 2013 14
essellem wetteʕbaːn（階段＆蛇） Film Mħammad ħefzi 2001 10
tariːʔi　（自分の道） TV  Drama Tamer ħabiːb 2015 10
ʔuriːdu ragulan（男らしい男がほしい！） TV  Drama ʃahira sallaːm 2015 10
liʔaʕla seʕr（最も高い値段で！） TV  Drama Medħat elʕadl 2017 10
haːða  ʔalmasaːʔ（今晩） TV  Drama Mħammad fariːd 2017  9










依頼者：kont ʕayza asʔal ħaḍretek ʕala maʕluːma.〈予告２〉
（ある情報について、お聞きしたいです。３）
zoːgy haysaafer baʕd ʔosbuʕeːn emteħanaːt fi gamʕet gifu..
（省略）ebni   elkebiːr fi tanya ebtedaːʔi 〈先行発話〉
（夫は 2 週間後に岐阜大学の大学院入試を受けるために日本行くことになっていま
す。上の息子は小学校 2 年生です。）
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表 2．依頼談話パターン
依頼談話パターン 件数
先行発話 + 依頼主要部 20 件  （30%）
予告 + 先行発話 + 依頼主要部 10 件  （15%）
予告 + 依頼主要部   9 件  （13%）
予告 + 依頼主要部 + 後行発話   8 件  （12%）
依頼主要部 + 後行発話   8 件  （12%）
依頼主要部のみ   6 件   （9%）
先行発話による依頼   4 件   （6%）
先行発話 + 依頼主要部 + 後行発話   2 件   （3%）
合計 　 67 件
表 2 の通り、67 件中 61 件（全体の 91%）では、〈依頼主要部〉以外に〈予告〉や〈先行発話〉
等他の部分が見られ、エジプト方言では、直接〈依頼主要部〉に入るのではなく、〈依頼主要部〉
の前に何らかの前置きを入れる傾向があると考えられる。本稿において「先行発話 + 依頼主
要部」が 20 件（30%）、「予告 + 先行発話 + 依頼主要部」10 件（15%）、「予告 + 依頼」9 件（13%）
のこれらのパターンが見られた。
談話例② 女性が友人男性に他の男性の電話番号を教えてくれるよう願いする場面。
女性：Emad, baʔollak e ː  〈予告〉
女性：（あのう、ちょっと）
女性：howa enta mumkin teddiːni nemret samy?　〈依頼主要部〉
（サーミさんの電話番号を教えてくれない？） 
女性：ʔaṣl enta ʕaref elħɑgaːt di elwaħed beyeħtaːg yetabeʕha.fa ana badal matʕebak , 
















まず、「予告 + 先行発話 + 依頼」の 3 つの部分がそろった依頼談話例を紹介する。
談話例③ 男の人が女社長に採用してくれるよう依頼する場面　（初対面）
ʃeriːf: el- ħaʔiːʔa yaʕni ʔana kan ʕandi t̩alab〈予告〉
シェリーフ：（実は僕には一つのお願いがありまして）
ʃeriːf:（省略）…howa zay ma saʕadtik ʕarfa baʕd wafaat ʔased beːʔalla yerħamu 
elbeznes betaʕna mabaʔaʃ ʔad keda…　　〈先行発話〉
（ご存知の通り、カーセド社長がなくなられてから、我々のヨーロッパでのビジネス
はあまり上手く行かなくなって（省略））。














の人間関係が親しい場面 20 件中 11 件見られることからわかった。下記の談話④はその例で
ある。
談話例④ 夫が妻の母にお金を借りることを妻に依頼する場面。




夫： manẓari ʔuddam soħabi fi elbank.elimage..elimage       〈先行発話 2〉
（銀行の同僚の前での僕の格好は。イメージだよ　イメージ！）
















件中 6 件のみ（全体の 9％）である。〈依頼主要部〉のみで形成された談話例を分析する。
下記の談話例⑤はその例の一つである。
談話例⑤ 〈義理の母と仲の悪い義理の息子への依頼〉〈依頼主要部のみ〉
Fayed: elʔakl ħelw ʔawi ya ħamati
ファーイェド（義理の息子）：（ご飯が美味しい！義理の母よ。）
義理の母：meʃ ʔoltelak milyoːn marra balaʃ kilmet ħamati di?〈依頼主要部〉

















患者：ʔana χayfa ʔawy ya doktoːra..χayfa akoːn baddy nafsy ʔamal kaddaːb〈先行発話〉
（私は自分にうその希望を与えてるんじゃないかとすごく怖いです。先生！）












男：elmohem enti beteʕmeli eː hena?　〈先行発話① / 情報要求型〉
（それで、君はここで何をしているの？）  
女：ana badarrab tango ardʒantini.
（私はアルゼンチンのタンゴ（ダンス）を教えてるのよ。）




































ズ」を数えてみた。１フレーズだけで形成された〈先行発話〉は 30％、2 フレーズは 27％、















この設問に回答するため、本稿で見られた 2 つの場面を分析した。この 2 つの場面におけ
る登場人物は同じであり、依頼内容も同じ内容である。登場人物は、母親と成人している息子
であり、母親が息子に第 2 夫人と結婚することを 2 回にわたり依頼している。息子は自分の妻
を愛しており、第 2 夫人との結婚を断ることを母親は知っている。
談話例⑧⑨は、母親と息子との会話であり、母親は息子に第 2 夫人と結婚することを依頼
する場面である。第 2 夫人と結婚させたい理由は第 1 夫人は男の子が生めないからである。母
親は、息子に対し、談話⑧、談話⑨を通じ、2 回にわたりこの依頼をする。
談話例⑧ （1 回目の依頼）（第 1 夫人は 2 人目を妊娠している）
母親：ʔana leyya ʕandak ṭalab〈予告〉
（私はあなたにお願いしたいことがある。）
（省略）
母親：ʃuːf meratak ana rayyaħtaha ʕal ʔaːχer..we gultelha belħarf elwaħed wad bet matefregʃ,bas enta 





母親：we delwaʔti geh doːrrak ya baṭal, enta Kaman laːzem erayyaħni zay ma rayaħtak,
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慮が十分行われていると言える。しかし、2回目の依頼パターンや言語ストラテジーを見ると、
下記の談話⑩の通りに、大きく変わったことがわかる。　
談話例⑨ （2 回目の依頼）（2 人目の赤ちゃんの出産後）
母親：bettak hatkammel elyoːm larbeʕːin, elyoːm elwaħed warbeʕːin hatkuːn doχletak
〈依頼主要部〉















がわかった。すなわち、「予告 + 先行発話 + 依頼」パターンが使用された談話⑧では、依頼
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A Study on Request Patterns and Politeness in Request 
Discourse of Arabic (Egyptian Dialect)
Hanem AHMAD (Cairo University)
【Keywords】 Arabic (Egyptian Dialect), Request patterns, Request discourse, 
politeness, Circumstances of request
 The paper investigates types of request patterns used in Arabic language (Egyptian Dialect), 
and the influence of request circumstances in selection of request strategy used by the speaker in case 
of Egyptian dialect.
 The research is based on oral request utterances that were collected from Egyptian TV 
dramas, films and were analyzed.
 The paper has come out with several findings, such as requests patterns in Egyptian dialect 
tend to have some other parts before or after the “Head act of Request” to mitigate the request. Also, 
the paper has come out with the finding that the selection of request strategy in Egyptian dialect gets 
affected by “Circumstances of request” also, not only Brown and Levinson (1987) determiners of 
Power, Distance and Impose.
